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教
育
活
動
の
軌
跡

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず

～
完
全
合
宿
に
こ
だ
わ
っ
た
労
働
者
教
育
～

は
じ
め
に

～
10
年
を
振
り
返
っ
て

　

金
属
労
協
結
成
間
も
な
い
1
9
6
7
年

7
月
に
大
学
と
労
働
組
合
が
提
携
す
る
労

働
者
教
育
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

が
始
ま
っ
て
、
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
。

今
や
、金
属
労
協
の
中
で
も
最
も
歴
史
の
あ

る
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
東
日
本
で
は
明

治
学
院
大
学
と
、西
日
本
で
は
同
志
社
大
学

と
協
力
関
係
を
結
び
な
が
ら
、
労
働
組
合

役
員
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。

　

2
0
0
8
年
か
ら
は
東
西
を
統
一
し
、今

年
2
0
2
4
年
10
月
に
は
第
55
回
労
働
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
す
る
。
こ

の
間
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻

弄
さ
れ
、１
年
間
開
催
を
断
念
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、翌
年
に
は
再
開
す
る
な
ど
着
実

に
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。「
年
年
歳
歳
花
相

似
た
り
、歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
」。
そ

の
時
に
咲
く
花
は
だ
い
た
い
似
た
花
が
咲

い
て
い
る
、
し
か
し
そ
こ
に
集
う
、
出
会
う

人
は
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
と
い

う
意
味
。
初
代
校
長
の
竹
中
正
夫
先
生
が

開
校
式
の
式
辞
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言

葉
で
あ
る
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
の
準
備
は
毎
年
同
じ

よ
う
に
行
う
。
し
か
し
、受
講
生
は
一
人
ひ

と
り
異
な
る
。
事
務
局
と
し
て
常
に
そ
の

こ
と
は
肝
に
銘
じ
て
、
そ
の
時
の
受
講
生
、

そ
の
時
の
様
々
な
情
勢
や
環
境
等
に
対
応

し
、運
営
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
開
設
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
過
去
10
年
間
の

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ま
ず
は
東
日
本
で
開
設

○
開
設
の
経
緯

　

金
属
労
協
は
1
9
6
4
年
の
結
成
当
初

か
ら
、現
在
を
正
し
く
見
つ
め
、将
来
を
予

見
し
、
組
合
員
を
正
し
く
導
い
て
い
く
た

め
に
は
、
将
来
の
経
験
プ
ラ
ス
新
し
い
情

勢
に
対
応
す
る
力
を
持
つ
「
リ
ー
ダ
ー
」

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
本
格
的
な

労
働
者
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て

い
た
。

　

1
9
6
7
年
２
月
、
労
働
者
教
育
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
労
働
者
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
、検
討
を
重
ね
た
。
時

を
同
じ
く
し
て
労
働
者
教
育
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
明
治
学
院
大
学
の
金
井
信
一
郎

教
授
と
金
属
労
協
瀬
戸
一
郎
事
務
局
長
の

出
会
い
を
通
じ
、
同
年
７
月
に
第
１
回
労

働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
講
し
た
。

余
談
で
あ
る
が
、労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ

ー
ス
開
講
は
「
我
が
国
に
お
け
る
最
初
の

大
学
と
労
働
組
合
と
の
組
織
的
提
携
に
よ

る
労
働
教
育
講
座
」
と
し
て
好
意
的
に
報

道
さ
れ
た
。

○
目
的

　

コ
ー
ス
の
目
的
は
、
金
属
労
協
と
明
治

学
院
大
学
産
業
経
済
研
究
所
で
取
り
交
わ

さ
れ
た
覚
書
に
「
以
て
産
業
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
け
る

基
幹
産
業
た
る
金
属
産
業
に
働
く
中
堅
的

労
働
組
合
員
に
対
し
て
、
大
学
水
準
の
基

礎
的
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

る
と
、
経
済
学
、
社
会
学
、
賃
金
論
な
ど
の

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査

第１回東日本労働リーダーシップコース（1967年７月・明治学院大学）
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60年の歴史から新たな出発

基
礎
講
座
だ
け
で
な
く
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の

徹
底
討
論
を
盛
り
込
む
な
ど
「
大
学
水
準

の
基
礎
的
教
育
」
を
め
ざ
す
内
容
と
な
っ

て
お
り
、現
在
の
コ
ー
ス
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

続
い
て
西
日
本
で
も
開
校

○
完
全
合
宿
制

　

２
年
後
の
1
9
6
9
年
初
夏
、
金
井
教

授
が
同
行
し
て
同
志
社
大
学
の
竹
中
正
夫

教
授
に
西
日
本
コ
ー
ス
開
設
の
協
力
を
要

請
し
た
。
竹
中
教
授
は
す
ぐ
に
快
諾
し
、

「
３
週
間
、
寝
泊
ま
り
の
合
宿
形
式
で
や
り

た
い
」
と
熱
望
さ
れ
た
。
当
時
、同
志
社
大

学
で
は
大
学
紛
争
が
激
化
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
大
学
施
設
利
用
は
断
念
し
、
前
年

に
完
成
し
た
ば
か
り
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
竹
中

教
授
の
理
想
で
あ
っ
た
寝
食
を
と
も
に
す

る
完
全
合
宿
で
の
全
人
格
的
教
育
が
こ
こ

か
ら
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

金
属
労
協
40
周
年
記
念
講
演
に
立
っ
た

竹
中
先
生
は
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
私
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は

カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト
、英
国
の
学
寮
で
す
。
そ

こ
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、ま
さ
に
24
時
間

寝
食
を
と
も
に
し
て
、そ
こ
で
全
人
格
的
な

人
間
形
成
を
す
る
わ
け
で
す
」
と
。
こ
れ

が
、
西
日
本
コ
ー
ス
で
「
開●

校●

」
と
い
う
言

葉
を
使
う
所
以
で
あ
る
。

　

運
営
体
制
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、
第

１
回
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

が
開
校
し
た
の
は
、1
9
6
9
年
12
月
２
日

の
こ
と
、受
講
生
は
わ
ず
か
17
名
だ
っ
た
。

○
め
ざ
す
べ
き
教
育

　

め
ざ
す
べ
き
教
育
は
第
１
回
か
ら
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　

第
１
は
、
主
体
的
・
応
答
的
な
人
間
形

成
。
こ
れ
は
、
す
ぐ
解
決
を
与
え
丸
暗
記

す
る
教
育
で
は
な
く
、
多
角
的
に
自
分
自

身
で
考
え
る
、一
緒
に
問
題
解
決
し
て
い
く

人
間
を
つ
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

第
２
は
、経
営
者
と
対
等
に
ユ
ー
モ
ア
を

持
っ
て
イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
言
え
る
組
合
指
導

者
の
養
成
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
幅
広
い
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
、責
任
あ
る
労
働

組
合
の
指
導
者
を
つ
く
る
こ
と
。

　

第
３
は
、
全
人
格
的
な
人
間
形
成
を
行

う
た
め
の
４
つ
の
柱
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
よ
る
教
育
。
縦
＝
自
分
の
立
つ
歴

史
的
背
景
を
学
ぶ
、点
＝
自
分
の
立
っ
て
い

る
場
に
つ
い
て
学
ぶ
、横
＝
自
分
の
住
む
世

界
の
広
が
り
に
つ
い
て
学
ぶ
、深
＝
自
分
の

生
き
る
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
。
人
間
は
、表

面
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
あ
る
い
は
一

つ
の
事
象
の
中
に
だ
け
生
き
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、深
さ
の
中
に
文
化
を
培
い
な
が

ら
生
き
る
命
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
。
そ

う
い
う
観
点
か
ら
、
お
茶
室
や
坐
禅
な
ど

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、第
1
回
か
ら

「
特
別
講
演
―
経
営
と
人
間
」
の
講
義
を

実
施
し
て
い
る
。
経
営
者
自
身
の
経
験
を

通
じ
、
経
営
論
や
人
生
観
、
人
と
の
つ
な
が

り
や
育
成
、次
世
代
へ
の
提
言
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
第
１
回
目
の
講
師

は
松
下
幸
之
助
松
下
電
器
産
業
㈱
社
長

だ
っ
た
。

　

第
４
は
、
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
と
も
に

し
た
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
い
う
位
置
づ
け
。

こ
の
コ
ー
ス
は
忙
し
い
現
代
に
お
い
て
、非

常
に
贅
沢
な
研
修
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

忙
し
さ
の
中
、
静
か
に
休
ん
で
、
リ
ズ
ム
あ

る
生
活
を
取
り
戻
し
、産
別
・
単
組
の
枠
を

越
え
、
寝
食
を
と
も
に
し
た
人
間
的
な
交

わ
り
を
大
切
に
し
、生
き
が
い
を
よ
み
が
え

ら
せ
、使
命
感
を
自
覚
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
時
で
も
あ
る
。

40
年
を
機
に
一
本
化

　

東
日
本
コ
ー
ス
は
30
周
年
を
機
に
、
明

治
学
院
大
学
産
業
経
済
研
究
所
と
の
提
携

か
ら
、
明
治
学
院
大
学
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
田
村

剛
・
大
平
浩
二
教
授
）
と
の
提
携
へ
と
緩
や

か
な
協
力
関
係
に
切
り
替
え
た
。ま
た
、「
人

格
的
な
教
育
も
含
め
た
基
礎
教
育
と
、運
動

推
進
の
専
門
教
育
の
両
輪
が
不
可
欠
」
等

の
議
論
も
踏
ま
え
、改
革
へ
の
試
み
が
始
ま

っ
た
。
具
体
的
に
は
1
9
9
8
年
か
ら
、全

コ
ー
ス
受
講
も
１
週
間
単
位
で
の
受
講
も

可
能
な「
経
営
・
情
報
コ
ー
ス
」「
国
際
コ
ー

ス
」「
経
済
・
労
働
コ
ー
ス
」
の
専
門
コ
ー

ス
と
し
た
。

　

そ
の
後
東
日
本
コ
ー
ス
は
、
2
0
0
1
年 

の
第
35
回
か
ら
「
金
属
労
協
の
新
し
い
運

動
の
変
化
を
踏
ま
え
、
金
属
産
業
の
政
策

づ
く
り
を
推
進
し
、
新
た
な
労
使
関
係
を

構
築
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
」
こ
と
を

目
的
に
「
上
級
コ
ー
ス
」
と
改
め
、
政
策
づ

く
り
に
必
要
な
専
門
知
識
と
創
造
的
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
習
得
を
め
ざ
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
西
日
本
コ
ー
ス
は「
基
礎
コ
ー
ス
」
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
変
革
を
繰
り
返

し
て
き
た
が
、東
日
本
コ
ー
ス
が
40
周
年
を

迎
え
た
2
0
0
6
年
の
翌
年
、も
う
一
度
原

点
に
戻
っ
て
労
働
者
教
育
を
再
構
築
す
る

た
め
、東
日
本
コ
ー
ス
は
休
講
す
る
こ
と
を

決
定
、
2
0
0
8
年
１
月
か
ら
東
西
一
本

化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第１回西日本労働リーダーシップコース特別講演
（1969年12月・関西セミナーハウス）
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労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の 

現
在
地

○
現
運
営
体
制

　

西
日
本
コ
ー
ス
開
設
に
尽
力
し
、
第
１

回
か
ら
第
37
回
ま
で
校
長
を
務
め
ら
れ
た

竹
中
正
夫
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
が
2
 
0
 

0
6
年
８
月
に
急
逝
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、第
38
回
か
ら
は
校
長
に
平
田
哲
ア
ジ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
元
代
表
、副
校
長

に
は
香
川
孝
三
神
戸
大
学
名
誉
教
授
が
就

任
し
た
。
そ
の
後
運
営
委
員
の
世
代
交
代

の
意
味
も
あ
り
、2
0
1
2
年
の
第
44
回

を
最
後
に
平
田
校
長
、
中
條
運
営
委
員
長

が
勇
退
し
た
。

　

2
0
2
4
年
現
在
、
校
長
は
香
川
孝
三

神
戸
大
学
名
誉
教
授
、
副
校
長
は
石
田
光

男
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、
運
営
委
員
は

中
田
喜
文
同
志
社
大
学
教
授
・
上
田
眞
士

同
志
社
大
学
教
授
・
寺
井
基
博
同
志
社
大

学
准
教
授
、
そ
し
て
金
属
労
協
組
織
総
務

局
、関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

で
運
営
委
員
会
を
構
成
し
、運
営
に
あ
た
っ

て
い
る
。

○
開
催
日
程
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

３
週
間
、
２
週
間
半
と
開
催
日
程
を
若

干
短
縮
し
な
が
ら
続
い
て
き
た
が
、
よ
り

多
く
の
組
合
が
参
加
し
や
す
く
す
る
観
点

か
ら
、
第
44
回（
2
0
1
3
年
1
月
）～
47

回（
2
0
1
5
年
10
月
）
ま
で
は
開
催
期
間

を
２
週
間
に
短
縮
し
た
。
し
か
し
、教
育
的

効
果
等
検
証
の
結
果
、第
48
回（
2
0
1
6

年
10
月
）か
ら
は
土
日
を
含
め
た
17
日
間

の
２
週
間
半
と
期
間
を
延
ば
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
ま
た
春
闘
が
始
ま
る
時
期

で
あ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
１
月
開
催
を
続
け
る
の
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、
開
催
時
期
を
第
45

回
か
ら
10
月
開
催
に
変
更
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
改
革
を
進
め
て
き

た
。
開
校
当
初
は
「
大
学
水
準
の
基
礎
的

教
育
」の
た
め
、経
済
学
、社
会
学
、法
学
、

賃
金
論
な
ど
基
礎
講
座
を
中
心
と
し
て
い

た
が
、関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
地
の
利
を

生
か
し
た
、「
坐
禅
」
や「
お
茶
室
体
験
」「
鞍

馬
山
散
策
」
な
ど
を
体
験
型
学
習
も
新
た

に
加
え
て
い
っ
た
。
そ
の
反
面
、第
44
回
か

ら
開
催
期
間
を
２
週
間
に
短
縮
し
た
こ
と

か
ら
、
深
層
心
理
や
哲
学
な
ど
人
間
形
成

に
必
要
と
さ
れ
る
講
座
、
京
都
市
内
で
学

ぶ
留
学
生
と
の
国
際
交
流
や
人
間
交
流
を

目
的
と
し
た
英
会
話
教
室
を
終
了
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
開
催
期
間

を
２
週
間
半
に
再
び
変
更
し
た
こ
と
か

ら
、基
礎
的
講
座
は
残
し
つ
つ
、受
講
生
だ

け
で
行
う
「
討
論
会
」
の
他
に
も
特
別
討

論
会
「
三
役
と
語
ろ
う
」
や
「
自
主
ゼ
ミ
」

な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、よ
り
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間
を
増
や
す
工
夫
も

行
っ
た
。
ま
た
、コ
ー
ス
の
特
徴
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は「
労
働
組

合
と
世
界
」「
労
働
組
合
と
職
場
」「
労
働

組
合
と
社
会
」「
労
働
組
合
と
企
業
」「
労

働
組
合
と
働
き
方
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
全
４
回
、も
の
づ
く
り
産
業
の
労

働
組
合
活
動
や
職
場
の
悩
み
、課
題
、問
題

点
な
ど
徹
底
的
に
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
討

議
内
容
、解
決
案
、方
向
性
に
つ
い
て
ま
と

め
、発
表
を
行
っ
て
い
る
。

○
学
び
舎
「
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

　

第
１
回
か
ら
会
場
と
し
て
使
用
し
て
い

る
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、京
都
市
内
に

あ
り
な
が
ら
、
比
叡
山
の
２
合
目
あ
た
り

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
周
囲
を
自
然
に

囲
ま
れ
、
都
会
の
雑
踏
か
ら
も
隔
離
さ
れ

た
、
研
修
所
と
し
て
は
理
想
的
な
場
所
に

あ
る
。
敷
地
内
に
は
、
能
舞
台
あ
り
お
茶

室
あ
り
、
近
く
に
は
神
社
仏
閣
あ
り
。
他

の
研
修
に
は
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
で

き
る
の
も
、こ
の
学
び
舎
だ
か
ら
こ
そ
。
期

間
中
、ハ
ウ
ス
内
の
ロ
ビ
ー
が
解
放
さ
れ
る

た
め
、
夜
も
受
講
生
同
士
、
自
由
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
体
制
も

コ
ー
ス
運
営
に
は
か
か
せ
な
い
。
運
営
委

員
で
あ
る
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、フ

ロ
ン
ト
、厨
房
、客
室
担
当
な
ど
、全
面
協
力

体
制
で
臨
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
期
間

の
長
い
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、昼
と
夜
と

で
同
じ
食
事
メ
ニ
ュ
ー
が
出
る
こ
と
は
な

い
。
50
年
以
上
、こ
の
コ
ー
ス
を
続
け
ら
れ

て
い
る
の
も
、こ
の
よ
う
な
陰
で
支
え
て
く

れ
て
い
る
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
。

あ
る
日
の
で
き
ご
と

—

10
年
間
の
日
記

2
0
1
4
年
／
第
46
回（
10
月
６
～
18
日
）

●
交
流
会
で
は
肩
を
組
ん
で
の
大
合
唱

　

コ
ー
ス
の
折
り
返
し
地
点
で
行
う
交
流

会
。
こ
こ
ま
で
多
少
よ
そ
よ
そ
し
か
っ
た

受
講
生
も
、一
気
に
心
の
距
離
を
縮
め
る
チ

ャ
ン
ス
！
恒
例
の
各
ゼ
ミ
出
し
物
大
会
で

は
、思
い
も
よ
ら
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
現

れ
、大
爆
笑
の
渦
。
あ
る
ゼ
ミ
の
出
し
物
で

は
、
い
つ
の
間
に
か
受
講
生
全
員
が
肩
を

組
ん
で
の
大
合
唱
と
な
っ
た
。
写
真
①

2
0
1
5
年
／
第
47
回（
10
月
５
～
17
日
）

●
「
ス
ト
ッ
プ
！
不
安
定
雇
用
」
を
ア
ピ

ー
ル

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ

ー
に
対
応
し
て
、
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
で
も
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ス
ト
ッ
プ
不
安
定
雇
用 

！
」
に
関
す
る
行
動
を
起
こ
し
た
。
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
・
散
歩
の
後
、金
属
労
協
国
際

局
長
か
ら
行
動
の
趣
旨
を
説
明
し
た
後
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
全
員
で

「
ス
ト
ッ
プ
不
安
定
雇
用
！
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
こ
の
写
真
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
の
W
e
b
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ

た
。 

写
真
②
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2
0
1
6
年
／
第
48
回（
10
月
13
～
29
日
）

●
特
別
討
論「
三
役
と
語
ろ
う
」
誕
生

　

受
講
生
で
行
う「
討
論
会
」
に
加
え
、
初

め
て
の
試
み
で
あ
る
金
属
労
協
三
役
と
討

論
を
行
う
「
特
別
討
論
会
～
三
役
と
語
ろ

う
～
」
を
実
施
し
た
。
討
論
テ
ー
マ
は
受

講
生
か
ら
な
る
討
論
会
委
員
会
で
「
女
性

の
管
理
職
・
組
合
役
員
を
増
や
す
に
は
」

「
執
行
委
員
の
育
成
に
つ
い
て
」
な
ど
5
つ

の
テ
ー
マ
を
決
定
し
た
。
緊
張
し
た
雰
囲

気
の
中
始
ま
っ
た
が
、
次
第
に
打
ち
解
け
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
積
極
的
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。 

写
真
③

2
0
1
7
年
／
第
49
回（
10
月
12
～
28
日
）

●�

先
輩
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で

英
気
を
養
う

　

残
り
1
週
間
、ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
B
B
Q
を
決
行
。
第
48
回
修
了

生
か
ら
の
寄
贈
品
で
あ
る
B
B
Q
セ
ッ
ト

を
活
用
し
、
ゼ
ミ
の
枠
を
越
え
て
皆
で
交

流
。
ア
ウ
ト
ド
ア
が
趣
味
と
い
う
受
講
生

が
大
活
躍
し
、
お
肉
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
そ
し

て
焼
き
お
に
ぎ
り
も
堪
能
。
ち
ょ
っ
と
油

断
し
て
お
肉
が
焦
げ
る
の
も
ご
愛
敬
。
た
っ 

ぷ
り
と
英
気
を
養
っ
た
。 

写
真
④

2
0
1
8
年
／
第
50
回（
10
月
11
～
27
日
）

●�

台
風
の
影
響
で
鞍
馬
山
散
策
断
念
し

貴
船
神
社
へ

　

2
0
1
8
年
9
月
に
西
日
本
を
横
断
し

た
台
風
21
号
は
、
山
々
の
木
々
を
な
ぎ
倒

す
ほ
ど
の
強
風
が
吹
く
な
ど
、
京
都
に
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
第
40
回
か

ら
恒
例
に
な
っ
て
い
た
鞍
馬
山
散
策
も
断

念
、
実
行
委
員
会
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、

貴
船
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

計
画
・
調
整
も
す
べ
て
自
分
た
ち
の
手
で
。

神
社
で
は
本
宮
の
ご
神
水
に
浸
す
と
浮
き

出
て
く
る
「
水
占
い
み
く
じ
」
の
文
字
に

一
喜
一
憂
。
わ
ず
か
数
時
間
の
滞
在
だ
っ

た
が
、京
都
の
歴
史
と
自
然
を
満
喫
し
た
。

写
真
⑤

50
周
年
記
念
行
事
開
催
（
2
0
1
9
年
５

月
25
日
）

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
旧
西
日

本
コ
ー
ス
）
50
周
年
を
記
念
し
て
、記
念
式

典
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
、

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
し
た
。
記

念
行
事
に
は
、来
賓
の
他
、労
働
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
コ
ー
ス
運
営
委
員
、労
働
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
コ
ー
ス
所
縁
の
方
々
、過
去
の
修
了

生
、
金
属
労
協
三
役
な
ど
約
1
2
0
名
が

参
加
し
た
。
ま
た
、ロ
ビ
ー
と
ア
ゴ
ラ
ホ
ー

ル
に
は
50
年
間
を
振
り
返
る
「
写
真
パ
ネ

ル
」
を
展
示
、
修
了
生
が
参
加
し
た
回
を

懐
か
し
く
振
り
返
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

写
真
⑥

●
記
念
式
典

　

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
大
会
議
室
で
開

① 交流会では肩を組んでの大合唱
（2014年・第46回）

③ 金属労協三役と積極的に語り合った
「特別討論会」（2016年・第48回）

⑤ 台風の影響で鞍馬山散策を断念し貴船神社に参拝
（2018年・第50回）

② 「ストップ！不安定雇用」をアピール
（2015年・第47回）

④ ラスト１週間。ＢＢＱで英気を養いました
（2017年・第49回）

⑥ 修了生も参加して開催した50周年記念行事
（2019年５月）
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必
要
な
の
か
検
証
を
し
、
時
に
は
変
革
も

必
要
で
あ
る
こ
と
、な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

●
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

式
典
後
、「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
～
時
代
の

求
め
る
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
と
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
浅
沼
弘
一
事
務

局
長
が
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
過
去
の

修
了
生
の
中
か
ら
、
古
賀
伸
明
金
属
労
協

顧
問（
第
15
回
）、
中
川
義
明
自
動
車
総
連

副
事
務
局
長（
第
40
回
）、
山
中
し
の
ぶ
電

機
連
合
中
央
執
行
委
員（
第
42
回
）、
濱
田

実
仁
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
福
山
労
組
執
行
委

員
（
第
50
回
）の
４
名
を
迎
え
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
、こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動
に
求
め
ら
れ

催
し
た
50
周
年
記
念
式
典
で
は
、
主
催
者

を
代
表
し
て
髙
倉
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
50
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
て
き

た
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
歴
史

と
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
と
、
関

係
者
各
位
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
。
ま
た
、「
大
き
な
変
化
の
波
に
直
面
し

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、本
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
で
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
い
う
使
命
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

来
賓
の
厚
生
労
働
省
森
川
労
使
関
係
担

当
参
事
官
、関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ

ン
タ
ー
榎
本
所
長
代
行
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。
運
営
委
員
の
挨
拶
の
中
で
は
、労

働
者
教
育
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
、
継
続
の
中
に
も
新
し
い
時
代
に
何
が

る
も
の
は
何
か
な
ど
、
幅
広
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

●�

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

－

懐
か
し
い
仲
間

と
の
再
会

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
運
営
委
員
の
石
田

副
校
長（
同
志
社
大
学
教
授
）の
音
頭
で
50

周
年
を
祝
い
、
全
員
で
乾
杯
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
再
会
を
果
た
し
た
修
了
生
は
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
旧
交
を
温
め
合

っ
た
。
最
後
に
、金
属
労
協
副
議
長
・
組
織

委
員
会
委
員
長
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
安
河
内
会
長
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

終
了
し
た
。

2
0
1
9
年
／
第
51
回
（
10
月
17
日
～
11

月
２
日
）

●�

実
行
委
員
会
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

思
い
出
の
ム
ー
ビ
ー
披
露

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
が
終
了
し
た
後
、
街

中
の
会
場
に
場
所
を
移
し
打
ち
上
げ
を
行

っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
も
無
事
終
わ
っ

た
こ
と
か
ら
充
実
感
と
達
成
感
に
浸
り

な
が
ら
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
中
、

実
行
委
員
会
か
ら
の
粋
な
計
ら
い
が
。
実

行
委
員
会
で
ひ
そ
か
に
作
成
さ
れ
た
、
２

週
間
半
の
写
真
な
ど
を
ち
り
ば
め
た
ム
ー

ビ
ー
が
披
露
さ
れ
た
。
受
講
生
皆
、
２
週

間
半
の
思
い
出
と
明
日
は
別
れ
る
寂
し
さ

と
相
ま
っ
て
の
ム
ー
ビ
ー
鑑
賞
と
な
っ

た
。 

写
真
⑦

2
0
2
0
年
／
感
染
拡
大
に
よ
り
開
催
無

念
の
断
念

　

例
年
通
り
2
0
2
0
年
10
月
に
開
催
す

る
第
52
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

の
準
備
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
た
矢
先
の

４
月
上
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
政
府
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

発
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
2
0
2
0
年
４

月
開
催
の
金
属
労
協
機
関
会
議
で
開
催
断

念
を
決
定
し
、
2
0
2
1
年
以
降
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
開
催
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。
50
年

以
上
の
歴
史
の
中
で
、
初
め
て
の
開
催
断

念
と
な
っ
た
。

2
0
2
1
年
／
第
52
回（
10
月
14
～
30
日
）

●
２
年
ぶ
り
の
開
催
、
受
講
生
は
17
名

　

2
0
2
1
年
３
月
、
緊
急
事
態
宣
言
が

⑦ 実行委員会製作思い出のムービーの一場面（2019年・第51回）

⑧ 閉校式後、本当に最後の記念撮影（2021年・第52回） 

⑨ 修了生主催によるフォローアップ研修会（2022年・第53回）

⑩ 記念撮影も合言葉で一致団結（2023年・第54回）
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全
面
解
除
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
2
 
0
 

2
1
年
10
月
開
催
に
向
け
た
準
備
を
開

始
。
感
染
拡
大
防
止
策
に
留
意
し
募
集
人

員
を
従
来
の
約
半
数
と
し
て
開
催
す
る
こ

2
0
2
2
年
／
第
53
回（
10
月
13
～
29
日
）

●�

初
め
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を

　

修
了
生
主
催
で
開
催

　

2
0
2
3
年
６
月
12
～
13
日
、
関
西
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

会
を
修
了
生
主
催
で
開
催
し
た
。
修
了
生

自
ら
企
画
し
、運
営
も
行
っ
た
。
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
に
は
金
子
金
属
労
協
議
長

と
香
川
校
長
も
参
加
、
修
了
生
は
延
べ
21

名
が
参
加
し
た
。
研
修
会
で
は
、
金
子
議

長
の
講
演
「
働
き
が
い
の
向
上
と
金
属
産

業
の
発
展
の
た
め
に
」
の
後
、
春
闘
を
中

心
と
す
る
組
合
活
動
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
報
告
し
合
っ
た
。
２
日
目
は
香

川
校
長
の
講
演
「
ア
ジ
ア
か
ら
見
る
日
本

の
労
働
組
合
と
労
使
関
係
」
の
後
、
振
り

返
り
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

写
真
⑨

2
0
2
3
年
／
第
54
回（
10
月
12
～
28
日
）

●
２
代
目
女
性
級
長
誕
生

　

第
45
回
（
2
0
1
3
年
10
月
開
催
）
以

来
、２
代
目
の
女
性
級
長（
緒
方
留
美
子
全

本
田
労
連
中
央
執
行
委
員
）
が
誕
生
し

た
。
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
自
己
紹
介
の

際
「
級
長
に
な
り
ま
す
」
と
積
極
的
に
宣

言
し
、級
長
に
選
出
さ
れ
た
。
期
間
中
、緒

方
級
長
の
座
右
の
銘
が
写
真
撮
影
の
合
言

回 開催年 開催日 受講生数 累計 特別講演講師

46 2014年 10/6 ｰ18 41 1584 服部 重彦 ㈱島津製作所会長

47 2015年 10/5ｰ17 39 1623 牧野 孝次 ㈱村田製作所常任顧問

48 2016年 10/13ｰ29 34 1657 西口 泰夫 
㈱ソシオネクスト代表取締役会長兼CEO

49 2017年 10/12ｰ28 35 1692 堀場 厚
㈱堀場製作所代表取締役会長兼社長

50 2018年 10/11ｰ27 43 1735 宮﨑 直樹 豊田合成㈱取締役社長

51 2019年 10/17ｰ11/2 34 1769 札場 操 ㈱ダイセル取締役会長

2020年 ※新型コロナウイルス感染症拡大のため中止

52 2021年 10/14ｰ30 17 1786 前川 重信 日本新薬㈱代表取締役会長

53 2022年 10/13ｰ29 21 1807 仲尾 功一
タカラバイオ㈱代表取締役社長

54 2023年 10/12ｰ28 25 1832 垣内 永次
㈱SCREENホールディングス取締役会長

過去10年間の開催実績

と
を
2
0
2
1
年
６
月
開
催
の
金
属
労
協

機
関
会
議
で
決
定
、
再
開
を
果
た
し
た
。

奇
し
く
も
第
１
回
の
受
講
生
と
同
じ
17
名

が
受
講
し
た
。 

写
真
⑧

葉
と
な
り
、
受
講
生
の
一
体
感
が
生
ま
れ

た
。 

写
真
⑩

次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の

　

も
の
づ
く
り
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
す
る
今
、
時
代
に

合
わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
も
必
要

で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
上
で
、当
初
の
目

的
と
初
代
校
長
で
あ
る
竹
中
先
生
が
西
日

本
20
周
年
記
念
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
「
人

間
の
教
育
は
単
な
る
区
々
た
る
弁
舌
や
机

上
の
空
論
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、寝
食

を
と
も
に
し
た
共
同
の
生
活
で
な
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
は
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
、こ
れ
か
ら
も
引
き
継
い
で
い
く
べ

き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
の
主
役
は
常
に
受
講
生
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、
受
講
生
が
運
営
を
担
う
。

こ
れ
も
ま
た
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
も
の

の
一
つ
で
あ
る
。

　

1
9
6
7
年
東
日
本
で
始
ま
っ
た
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
も
、
東
西
併
せ

て
修
了
生
は
２
７
７
１
人
と
な
っ
た
。
2
 

0
2
4
年
10
月
に
は
第
55
回
労
働
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
す
る
。「
年
年

歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳
歳
年
年
人
同
じ
か

ら
ず
」
こ
の
言
葉
を
改
め
て
か
み
し
め
な

が
ら
、第
55
回
に
臨
み
た
い
。

（
2
0
2
4
年
9
月
10
日
記
）


